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～ 金融機関で初めて ～ 

「多言語音声翻訳アプリ」と「聴覚障がい者との会話支援アプリ」 
搭載の iPadを窓口に設置します 

株式会社 京都銀行（頭取 土井 伸宏）では、国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

の協力を得て、平成２８年７月２１日（木）に金融機関で初めて、多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra   

（ボイストラ）」と聴覚障がい者とのコミュニケーション支援アプリ「SpeechCanvas（スピーチ   

キャンバス）」を搭載した iPadを京都市内１７か店に設置しますのでお知らせいたします。 

今回、関西文化学術研究都市（愛称：けいはんな学研都市）発の技術で、ＮＩＣＴが開発を進め

る多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra（ボイストラ）」と聴覚障がい者とのコミュニケーション支援

アプリ「SpeechCanvas（スピーチキャンバス）」を搭載した iPadを当行１７か店の窓口に設置し、

おもてなし力の向上と外国人観光客誘致による地域活性化を支援するとともに、聴覚に障がいのあ

るお客様との多様なコミュニケーション手段を備え、お客様満足度の一層の向上に取り組みます。 

なお、当行では、総務省の平成２８年度「多言語音声翻訳システムの利活用実証」に参加してお

り、嵯峨支店に実証専用多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra.R（ボイストラアール）」を搭載した iPad

も同日設置いたします。 

当行は、現在４７か所（４９台）のＡＴＭで「中国銀聯カード」による現金のお引出しの取り扱

いをしており、今秋には、株式会社ＮＴＴデータが新たに提供を開始するサービスの導入により   

「ＶＩＳＡ」、「Ｍａｓｔｅｒ」などの海外発行カードでも「現金のお引出し」が可能になります。   

本年６月２９日には「公務・地域連携部」を新設し、地域創生、地域活性化の取り組みをより一層推

進しておりますが、今後も観光都市「京都」における地元銀行として、地域貢献に努めてまいります。 

記

１．「VoiceTra（ボイストラ）」・「SpeechCanvas（スピーチキャンバス）」を搭載した iPad設置について 

（１）設置店舗（１７か店） 

京都市下京区 本店営業部、四条支店、七条支店、京都駅前支店 

京都市中京区 三条支店、府庁前支店、京都市役所前支店 

京都市左京区 銀閣寺支店、下鴨支店、修学院支店、百万遍支店 

京都市右京区 西院支店、西四条支店 

京都市北区 金閣寺支店 

京都市南区 九条支店、東九条支店 

京都市東山区 東山支店 

※上記以外に、総務省 平成２８年度「多言語音声翻訳システムの利活用実証」への参加店舗で
ある嵯峨支店（京都市右京区）には、実証専用多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra.R（ボイストラ 
アール）」を搭載した iPadを設置します。 
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（２）設置日 

平成２８年７月２１日（木） 

２．（１）VoiceTra（ボイストラ）、（２）SpeechCanvas（スピーチキャンバス）について 

（１）多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra（ボイストラ）」について 

・国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）が、言葉の壁の克服を目指して開発したスマ

ートフォン・タブレット用の多言語音声翻訳アプリ。旅行会話用としての高い翻訳精度を備え

ている。（英語では、ＴＯＥＩＣ：６００程度のレベルの翻訳が可能） 

・音声を聞き取って翻訳し発声するもので、現在、２９言語に対応している。 

・「使えば使うほど賢くなる」、つまり、話した音声や対訳文例をたくさん集めれば集めるほど、

どんどんスムーズな言葉に翻訳されるため、アプリを無料公開し、性能改善を行うための実証

実験を行っている。 

（２）聴覚障がい者とのコミュニケーション支援アプリ「SpeechCanvas（スピーチキャンバス）」について 

・聴覚障がい者と健聴者の会話を、音声認識技術を使ってサポートするアプリ。 

・話した言葉が次々と画面上で文字になり、画面を指でなぞれば、絵や文字がかけ、操作がシン

プルでわかりやすいので、誰でも簡単に使うことができる。 

・インターネットがつながらなくても音声認識してくれるので、電波の届かない場所でも使える。 

＜ご参考＞ 

１．国立研究開発法人情報通信研究機構について 

情報通信研究機構（NICT: National Institute of Information and Communications 

Technology）は、情報通信分野を専門とする唯一の公的研究機関として、豊かで安心・安全な社

会の実現や我が国の経済成長の原動力である情報通信技術（ICT）の研究開発を推進するととも

に、情報通信事業の振興業務を行っている。 

関西文化学術研究都市（愛称：けいはんな学研都市）には、同機構のユニバーサルコミュニケ

ーション研究所がある。 

２．当行の総務省「多言語音声翻訳システムの利活用実証」への参加について 

（１）参加店舗 

嵯峨支店（京都市右京区嵯峨天竜寺今堀町２２-６） 

（２）実施内容 

iPad にインストールした、国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）の多言語音声  

翻訳システム「VoiceTra（ボイストラ）」の技術を活用した実証専用多言語音声翻訳アプリ

「VoiceTra.R（ボイストラアール）」を用いて、窓口での外貨両替の手続きや銀聯カード対応ATM

のご案内等を行い、おもてなし力の向上と外国人観光客誘致による地域の活性化を図ります。 

利活用実証の結果をアンケートに回答するなどして、システムの精度を向上させ、誰にとって

も使いやすいサービス、アプリケーションの実現に協力します。 

（３）実施時期 

平成２８年７月２１日（木）から 

【総務省「多言語音声翻訳システムの利活用実証」について】 

総務省は、世界の「言葉の壁」をなくし、グローバルで自由な交流を実現するため、「グローバル
コミュニケーション計画」を策定し、２０２０年までに多言語音声翻訳システムを高度化するとと
もに、その社会実装を実現すべく取り組んでいる。 
その一環として、あらゆる人にとって使いやすい多言語音声翻訳システムの実現に向けて、平成

２７年度より地域における利活用実証を実施している。 

以 上 


